
平成27年　3月　31日　　作成

<摘要> ・常時100人以上の労働者を使用するとき 総括安全衛生管理者を選任

・常時50人以上の労働者を使用するとき 安全管理者、衛生管理者、産業医を選任

・常時10人以上50人未満の労働者を使用するとき 安全衛生推進者（又は衛生推進者)を選任

注) この書式は参考書式なので、自社が定めた書式を使うことで、差し支えありません。

安 全 衛 生 計 画

代 表 者 名

重点施策 実施事項
管理目標
（管理点)

事業所の名称 会 社 名 ニューズアドバンテージ㈱　　

特定した危険・有害要因　→　特定した危険・有害要因に対しての実施事項（除去又は低減策)

声掛け運動の実施

安全衛生目標 労働災害・交通災害「ゼロ」の達成

林　義章　　　　　

平成27年度（27年　4月　～　28年　3月)安全衛生計画書

安全衛生方針 顧客に満足頂けるよう、安心と信頼を提供し、工事に携わる人々の安全を最優先とした作業環境の構築に努める。

所　 長 　名 殿

実施担当
実施スケジュールと評価スケジュール 実 施 上 の

留 意 点4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月

墜落・転倒災害
（重量物）

防止

適切な作業計画作成
声掛運動の実施

●作業前ミーティング
　 実施
●周囲を確認し声を掛
  け合う

作業指揮者
7月
全国安全週間

10月
全国労働衛生週間

12月・1月
年末年始無災害運動

●作業開始前、現地KY
　の実施

落下災害
挟まれ災害

防止

荷の下に入らない・入れな
い
声掛運動の実施

●治具・機械の作業前
  点検実施
●玉掛作業の声を掛合
　確認

安全衛生責任者

8月
電気使用安全月間

10月
全国労働衛生週間

12月・1月
年末年始無災害運動

●作業開始前、現地KY
　の実施
●作業区画の徹底

電気災害
防止

適切な作業計画の樹立

●離隔を考慮した作業
　エリアの確認
●作業前ミーティング
　 実施

作業指揮者

●吊荷の下に人を入れ
　ない
●安全衛生責任者のも
　と声を掛け合う

7月
全国安全週間

交通事故
交通災害

防止

交通ルールの厳守
車両誘導の徹底

●時間に余裕を持った
　運転の推進
●第三者最優先

運転者
誘導員

4月
春の交通安全運動

9月
秋の交通安全運動

●運転開始前点検の
　実施
●誘導員の任命

作　業　所　共　通　の　重　点　施　策　・　実　施　事　項

時間に余裕のある運転に努める

墜落・転倒災害
防止

安全帯の完全使用
荷の落下災害
挟まれ災害

防止

吊治具等機器、クレーン等機械の作業前点検を行う

施設の事前点検実施 荷の下に人を入れない・入らない

昇降設備の確保 急な動作が発生しないようにお互い声を掛け合う

電気災害
防止

作業指揮者の指示を受け、勝手な行動をとらない
交通事故
交通災害

防止

歩行者等、第三者最優先の運転

現地KYを実施し、離隔距離を再度確認する 車両誘導員を配置し、適切な誘導をする

離隔距離を明確にするため、作業区画を設置する

重点対策 実施事項 重点対策 実施事項

6月 ゴミ減量化・リサイクル推進月間 12月 年末年始無災害運動の実施

安　全　衛　生　行　事

5月 11月 秋の火災予防運動実施

4月 春の交通安全運動の実施 10月 全国労働衛生週間

8月 電気使用安全月間運動の実施 2月

7月 全国安全週間 1月 年末年始無災害運動の実施

管　　理　　者　　区　　分 役　　職　　名 氏　　　　　　名

安　全　衛　生　管　理　体　制

9月 秋の交通安全運動、健康診断の実施 3月

安　全　衛　生　担　当　役　員 代表取締役 林　義章

雇　用　管　理　責　任　者 〃 〃

総　括　安　全　衛　生　管　理　者

安　全　管　理　者

衛　生　管　理　者

安　全　衛　生　推　進　者 工事部長（安全衛生管理担当） 大高　幸正

→

→

→

特記事項 電機関係の工事では、クレーンを使用する時は監視人の配置をする

工　事　担　当　責　任　者 〃 〃


